
2025年度 授業改革推進プラン（５月計画・１月評価）                     30 忠生第三小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒調査 

①

 
７１．０ ７５．０  

７５．０ ８０．０        

児童・生徒の現状・課題 

素直で教員や友達の話に耳を傾けて理解しようと

する一方、自分で考え課題を見つけることが苦手。低

学年では、まず学びの土台として基礎基本を定着さ

せることが必要。まずは粘り強く学習に取り組めるよ

うに、学校として注力して手立てを打つことで、基礎

学力の定着を図っていく必要がある。 

具体的な手だて① 

児童が「楽しそう」「やってみたい」「何故かな」と感

じる導入の工夫をする。 

具体的な手だて② 

個人で取り組む時間と、グループで共有する時間

を意図的・計画的に設定し、考えたことを学習の

途中で見直したり、考えを広げたりすることがで

きるようにする。 

具体的な手だて③ 

毎時間の学習の振り返りや、単元の中盤で、理解

度や進捗状況を確かめる場面を設定し、自分の学

びの軌跡を振り返り、修正しながら学習できるよ

うにする。 

教員調査 

８３．４ ８５．０  

②

 

75.8 ８0．０        

総括（７月） 

 

総括（１月） 

 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇児童が学習に対して、前向きに粘り強く取り組め

るようにする。（粘り強さ、ポジティブ） 


